


























1. 1. 初期選択説と後期選択説に関する議論：聴覚の選択的注意研究 
1. 2. 初期選択説と後期選択説に関する議論：視覚の選択的注意研究 
1. 3. 注意の負荷理論 
1. 4. 空間的注意に関する研究 
1. 5. 選択的注意と空間的注意の関係―知覚負荷による空間的注意の焦点化 
 
2. 他者の存在と空間的注意の関係 
2. 1. 他者の監視によって空間的注意は焦点化するか？ 
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2. 2. ビデオカメラによる監視・録画がもたらす効果 
2. 3. 本研究の目的 
 
3. 他者の監視が空間的注意に及ぼす影響―フランカー課題による検討― 
3. 1. 倫理的配慮 
3. 2. 実験 1 
3. 3. 実験 2 
3. 4. 実験 3 
3. 5. 実験 4 
3. 6. 実験 5 
3. 7. まとめ 
 
4. 他者の監視が空間的注意に及ぼす影響―視覚探索課題による検討― 
4. 1. 信号検出理論 
4. 2. 倫理的配慮 
4. 3. 実験 6 
4. 4. 実験 7 
4. 5. 実験 8 
4. 6. 実験 9 
4. 7. まとめ 
 
5. 他者の監視を利用した出現頻度の低いターゲットの見落としの抑制 
5. 1. 低出現頻度効果の生起要因 
5. 2. 他者の監視による低出現頻度効果の相殺 
5. 3. 倫理的配慮 
5. 4. 実験 10 
 
6. 総合考察 
6. 1. なぜ他者の監視によって空間的注意が焦点化するのか？ 
6. 2. 他者の監視による視覚探索中の判断基準の変化 
6. 3. 他者の監視とワーキングメモリの関係 
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6. 4. 自身を見つめる顔画像を用いた先行研究との関係 


































 実験 1 では，本研究の手法であるビデオカメラを介しての監視でも，他者の直接監視と
同様の効果が生じることを，ストループ課題を用いて確認した．実験 2～5 においては，フ
ランカー課題を用いて，他者に監視されることで空間的注意が焦点化するかを検討した．











































































得た知見は，基礎的，応用的研究として高く評価できる．平成 27 年 3月 26日の公開審査
においても，宮﨑 由樹の高度な学識と見識が確認されると同時に，宮﨑 由樹の一連の研
究がこの分野において大きく貢献していることが確認された．よって審査員一同は，宮﨑 
由樹に博士（心理学）の学位を授与することが適当であると判断した． 
 
